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　　We have developed a new calculation method for evaluating a permittivity of a dielectric material by using 
Whispering Gallery Mode on a spherical dielectric resonator.  This calculation method needs only  one pair 
of　a　resonance frequency and resonance mode number. As a result of this study，it has been cleared that 
obtained value from this method and Newton method show good agreement each other. Then this method may 


































 とする．WG モード誘電体球状共振器には TE モードと TM モードの 2 つの
共振モードが存在する．TE モードとは電界の r 方向成分が存在しない共振モードで，TM モードは
磁界の r 方向成分が存在しない共振モードのことを言う．まず球座標系を用いてスカラー波動方程式










 は球ベッセル関数，  は第二種球ハンケル関数である．またこれらの関数の次数 n は共
振時には整数となり，この n を  方向共振次数と呼ぶ．
図 1　球状共振器と球座標系
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　TE モードの複素共振周波数は，(1) 式と (3) 式，TM モードのそれは，(2) 式と (3) 式に，球の半



































で支持され高精度 XYZ ステージ上に設置される．θ 方向に関する基本モードだけを励振するために，







励振する場合，金属導波管の TE10 モードの電界の偏波方向が θ 方向（  ）となるように金属導
波管を配置する． 半径 30，35，40，45mm のポリエチレン球について，26GHz ～ 40GHz の範囲で周
波数を掃引し，透過電力を測定する．例としてＴ M モードの結果を図 3に示す．
図 2　実験回路
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　横軸は  方向共振次数 n であり，別途共振器近傍の電磁界分布を別途測定することにより得られ
る [5]．図 4は TE モードにおける電界の θ 方向成分Ｅθを周（φ）方向に測定した結果の一部である（半










　横軸は共振次数，縦軸は共振周波数である．図中の記号はそれぞれ半径 30 ～ 45mm の球状共振器に
対応している． この共振次数と共振周波数の関係を用いて，次の節では簡易的な誘電率の算定を行う．
5．誘電率の算定
　３節の結果を，式（11）に代入し，誘電率を簡易的に求める . 計算プログラムは mathematica を用
いた . 計算結果を図 6に示す．
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